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検索のプロになろう

～情報検索能力試験受験のすすめ～

京都府立総合資料館

藤原直幸

INFOSTA（情報科学技術協会）
について

 1950年創立

情報の生産、管理、利用に関する調査研究・
普及活動

会誌『情報の科学と技術』

 「情報プロフェッショナルシンポジウム
( INFOPRO)」を開催

協会のあゆみ

　（ http://www.infosta.or.jp/soshiki/ayumi.html）

情報検索能力試験について

前身はデータベース検索技術者認定試験
(通称：サーチャー試験) 

 2003年度より現在の名称と区分に変更

試験区分は、基礎及び応用（1級、2級）

情報検索基礎能力試験

受験資格なし、応用2級との同時受験可

情報を検索・活用する基礎知識を認定

試験内容は2コースあり

 Aコース：情報学関連の学生、企業の情報管理
　　　　　　担当者対象

 Bコース：情報リテラシーの習得者対象
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情報検索基礎能力試験

多肢選択式

共通問題は情報一般、情報検索およびコン
ピュータについての基礎的知識を問う

 Aコースは情報管理とデータベースについ
ての問題

 Bコースは情報の活用やソフトウェアについ
ての問題

難易度は大学1,2年生が取得可能なレベル

情報検索応用能力試験(2級)

受験資格なし

情報検索結果の評価及び加工の知識、企
画力やコンサルティング力を認定

情報検索業務従事者や情報検索に関心の
深いエンドユーザーが対象

情報検索応用能力試験(2級)

前半多肢選択式、後半記述式

情報検索システムやITに関する知識、要求
者とのコミュニケーション能力などを問う

難易度は日常的に情報検索している人が
取得可能なレベル

情報検索応用能力試験(1級)

 2級合格者のみ受験可能

専門分野として「ライフサイエンス」、「化学」、
「特許」、「ビジネス」、「総合」の5分野を設定

情報検索に関する高度な知識のほかユー
ザーの教育、マネジメント能力を認定
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情報検索応用能力試験(1級)

試験は、論文試験および記述式試験による
一次試験と面接による二次試験

 2級より更に幅広い知識が必要

 プレゼンテーション能力も問われる

期日・時間・会場

今年の試験日は、11月22日(日)
午前に基礎能力試験、午後に応用能力試
験

会場は全国7会場

試験申込みは10月31日まで

参考テキスト等について

 基礎能力試験
 『情報検索の基礎知識　新訂版』（原田智子ほか著　

2006年刊）

 応用能力試験2級
 『情報検索の知識と技術』（時実象一ほか著　2007年刊）

 「情報検索応用能力試験２級受験の手引き」
（http://www.infosta.or.jp/shiken/2tebiki2007.html）

 過去問と回答は以下のサイトから入手可
（http://www.infosta.or.jp/shiken/shikentop2.html）

試験対策セミナー

情報検索基礎能力試験対策セミナー

 毎年東京と大阪で開催

 参加費は約1万円、問題の解き方や関連知識
の解説がある

サーチャー21講座

 応用2級の対策セミナー

 参加費は４万円と高額
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受験者の推移
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情報検索応用能力試験　(2級)

発表・合格後

受験者に合否を直接通知

合格者を祝う会

合格者有志の会

 IS-Forum(関西)、サーチャーの会（関東）

受けて感じたこと：受験者層

基礎は大学生から中高年まで幅広い年代
の人が受けている

応用2級は現在情報検索業務に従事してい
る人(特に30～40代）が多い印象
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受けて感じたこと：試験の内容
(基礎)

 テキストからほとんど出題

情報検索やインターネットの基本知識を身
につけていれば問題ない

図書館の業務で必要な知識の問題も多い

受けて感じたこと：試験の内容
(応用2級)

 テキストからの出題は半分ほど

 『情報の科学と技術』の特集は要チェック

著作権はかなり微妙な判断まで問われる

記述式は図書館職員でも回答しやすい問
題あり

私の推奨する勉強方法

 テキストの概略を掴む

過去問をすべて解く

データベースはサーチエイドを活用

最新の情報を収集

合格してから

仕事に生かしていく

情報検索について

利用者に対しての説明に自信
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最後に

現代の図書館員には必須の検定

皆さんも是非受けて欲しい


